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平成28年度 決算報告
　５月２２日に理事会、６月6日に評議員会を開催し、平成２８年度の事業報告、社会福祉事業・公益事業決算などが承
認されました。平成２８年度の決算については次のとおりです。

歳 入 歳 出

シルバー人材センター事業 96,349,468円

27,016,545円

96,349,468円

27,016,545円総 合 福 祉 センタ ー 事 業

事 業 名 歳　入 歳　出

会費収入8,67３,000円の内訳
社会福祉協議会賛助会員会費　
福祉移送サービス会員会費

8,286,000円
387,000円

その他収入の内訳
助成金収入
貸付事業等収入
負担金収入
受取利息配当金収入
施設整備等収入
雑収入

150,000円
318,000円

1,744,550円
511,106円
119,520円

1,100,540円

社会福祉事業 572,258,764円

公益事業 123,366,013円

介護保険事業収入
183,825,729円

（32.1％）

介護保険事業
219,780,630円

（38.4％）

在宅福祉サービス事業
128,732,127円

（22.5％）

法人運営事業
115,867,708円
（20.2％）

当期末
支払資金残高
68,631,678円
（12.0％）

区分間繰入金収入等 30,151,083円（5.3％）
事業収入 26,610,778円（4.7％）
寄附金収入 11,004,927円（1.9％）
会費収入 8,673,000円（1.5％）
共同募金配分金収入 5,824,800円（1.0％）
その他収入 3,943,716円（0.7％）

地域福祉活動事業
24,047,192円（4.2％）
権利擁護事業
15,199,429円（2.7％）

受託金収入
109,905,885円

（19.2％）

経常経費補助金収入
99,697,663円
（17.4％）

前期末
支払資金残高
92,621,183円
（16.2％）

財産目録
（社会福祉事業・
公益事業）

資産の部 負債の部

①現金
1.　流動資産

2.　固定資産

科　　目 金　　額

②預金
③未収金
④仮払金

①基本財産
②その他固定資産

資産合計

280,000
123,634,361

518,458,048

32,444,808
90,900,823

8,730

161,200,041
357,258,007
642,092,409

①未払金
1.　流動負債

2.　固定負債

科　　目 金　　額

②預り金
③前受金
④仮受金

①長期設備資金借入金
②負債合計

差引純資産

35,696,124
41,968,238

0

5,145,232
376,000
750,882

0
41,968,238
600,124,171

平成2９年3月31日現在　(単位：円)
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平成28年度の主な実施事業について
　地域福祉活動５か年計画の中間年である平成２８年度についても、高梁市社会福祉協議会の基本理念である
「みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし～ささえあい・たすけあいのまちづくり～」　を実現
するため、１．地域で活躍できる人づくり、２．手と手をつなぐ地域づくり、３．地域を支える環境づくり、４．安心して
暮らせる体制づくりの４つの基本目標を掲げ各種事業に取り組みました。

在宅福祉サービス事業

■高梁市から次の事業を受託し実施しました。
　○敬老事業
　○福祉移送サービス事業
　○ちょこっとお助けサービス事業
　○生活管理指導員派遣事業
　○健やか高齢者生きがい支援事業
　○給食サービス事業
　○寝具洗濯乾燥消毒事業
　○生活支援体制整備事業
平成２９年４月から施行される介護予防・日常生
活支援総合事業の体制整備を進めるため、各地
区社協へ「第２層協議体」を設置し、地域の社会
資源や福祉課題の整理に努めました。

■高梁市遺族連合会への事務支援
■川上保健センターの維持管理

128,732,127円決算額
主な事業（内容）

権 利 擁 護 事 業

■ふれあい相談事業
■日常生活自立支援事業（県社協受託事業）
■自立相談支援事業
　高梁市生活あんしんサポートセンター事業の一部
　を高梁市から受託し、生活困窮者が抱える多様で
　複合的な問題に対して、状況に応じた包括的かつ
　継続的な相談支援等を実施しました。
■生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）
■福祉資金貸付事業

15,199,429 円決算額
主な事業（内容）

介 護 保 険 事 業

■居宅介護支援事業･･･介護サービスのケアプラン
　　　　　　　　　　 作成および認定調査
■訪 問 介 護 事 業･･･ホームヘルプサービス
■訪 問 入 浴 事 業･･･入浴車による入浴サービス
■通 所 介 護 事 業･･･デイサービス
■認知症対応型共同生活介護事業
　　　　　　　　 　･･･（グループホームささゆり苑）

219,780,630 円決算額
主な事業（内容）

法 人 運 営 事 業

■理事会、評議員会等の各種会議の開催
■会員制度の広報および普及による自主財源の確保
■事務効率の向上および経費削減のための事務改善
■「ふれあい福祉」の発行
■ホームページの更新
■社協会長表彰

115,867,708 円決算額
主な事業（内容）

地域福祉活動事業

■ふれあいのまちづくり事業
　福祉委員活動・地区社会福祉協議会の支援など
■地域福祉活動推進事業
　地域福祉活動計画の推進等（計画の評価委員会
　を開催し、事業や数値目標を見直しました。）
■福祉活動助成事業
■老人福祉事業
■障害児・ひとり親・児童福祉事業
■災害福祉活動事業
■一般募金助成事業
　市内の福祉ボランティア団体等３９団体へ助成しました。
■歳末たすけあい事業
在宅要介護者および難病の方３06名へ歳末慰問
金の支給および歳末たすけあい運動の実施団体
等に助成しました。

■ボランティアセンター活動事業
■地域福祉活動基金

24,047,192 円決算額
主な事業（内容）
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平成２８年度も賛助会員会費へのご協力、
またご寄附ありがとうございました
平成２８年度も賛助会員会費へのご協力、
またご寄附ありがとうございました

　それぞれの地域に根差した福
祉活動を展開するため、市内全14
地区社協に活動費を交付するとと
もに活動の支援を行いました。

視察研修で他地区の取組みについて勉強

皆さまからのご寄附 11,004,927円皆さまからのご寄附 11,004,927円

地区社会福祉協議会
活動費の交付等

敬老祝い品贈呈事業
　米寿を迎える方を対象に、長寿
のお祝いとして
肖像写真を贈呈
しました。

●身体の虚弱な高齢者等へ、車
いす等を無料で短期貸し出し
を行いました。

●その他、福祉団体活動助成、福
祉資金貸付事業など

ふれあいのまちづくり事業
6,117,130円
（55.6%）

1,870,500円
（17.0%）

947,144円
（8.6%）

829,282円
（7.5%）

6,117,130円
（55.6%）

企画広報事業
1,870,500円
（17.0%）

その他の事業
947,144円
（8.6%）

敬老事業
829,282円
（7.5%）

ふれあい福祉の発行

地域社会福祉功労表彰

　市民の皆さまに福祉の情報を
お届けするため、年６回広報紙を
発行しました。

健康福祉のつどい 夏のボランティア体験事業

　地域福祉に対する功績のあった
個人および団体を表彰しました。 福祉座談会の開催

　住民が住み慣れた地域での生
活、福祉課題を把握し、社協活動
への理解を深めるために、福祉座
談会を開催しました。

ボランティア研修会
　ボランティアに関する知識と関
心を高めるとともに、地域住民が一
丸となった地域づくりについて学
ぶために開催しました。

参加者216名

個人9名および2団体を表彰

贈呈者268名

福祉活動推進事業
771,454円（7.0%）

ボランティアセンター活動事業
469,417円（4.3%）469,417円（4.3%）

寄附金を財源とした事業

　高梁市と共催で毎年開催。ま
つりの部として、グラウンドゴル
フ、ゲートボール、囲碁、将棋大会
を実施。また、大会の部において
市社協会長表彰授与しました。

　市内の、中・高・大学生を対象に、
ボランティア活動に参加する機
会を提供し、ボランティア意識の
高揚を図りました。

4,434,704円
（51.6%）

300,742円
（3.5%）

2,369,406円
（27.6%）

皆さまからの会費 8,591,217円皆さまからの会費 8,591,217円

4,434,704円
（51.6%）

300,742円
（3.5%）

福祉活動助成事業 その他の事業敬老事業
2,369,406円
（27.6%）

　永年にわたり地域の発展に尽
力された高齢者の長寿を祝う敬
老会に助成し、敬老意識の高揚を
図るとともに、地域の絆づくりを
推進しました。

平成28年度の会費収入は8,286,000
円です。差額305,217円については繰
越金を充当しています。

　誰もが気軽に参加できる地域
のふれあいの場である「ふれあ
いサロン」団体に助成し、孤立や
閉じこもり防止等の活動を支援
しました。

ふれあいサロン事業

敬老事業
　市内の小・中・高等学校を
ボランティア活動普及事業
協力校に指定し、体験学習や
ボランティアの実践活動を行
い、ボランティア活動の推進
と普及を図りました。

ボランティア協力校

　市社協ボランティアセンターに登録し、活動を行っているボランティア団
体のボランティア保険料の一部を助成しました。

ボランティア活動保険料の助成

72団体に助成 39団体に助成

指定校10校

福祉活動推進事業
777,187円（9.0%）

ボランティアセンター活動事業
489,178円（5.7%）

●障害者スポーツ大会等の運営
等に対する助成を行いました。

●高齢者等の日常生活における
心配ごと等について随時相談
に応じました。

●災害見舞金の支給
火災・災害見舞6件

災害福祉活動事業
220,000円（2.6%）220,000円（2.6%）

本年度も皆さまからのご寄附や賛助会員会費を財源に各種事業を推進してまいります。賛助会員会費につきましては福祉委
員の方々のご協力をいただき、市民の皆さまへご協力をお願いしております。会員制度の趣旨をご理解いただき、賛助会員会
費へのご協力をお願いいたします。

会費を財源とした事業

ふれあい福祉講座
　地域住民が福祉に対する理解
を深め「ささえあい・たすけあい
の福祉のまちづくり」を推進する
ことを目的に、福祉委員等の研修
の場として開催しました。

参加者約650名

これらの事業は皆さまからいた
だきました浄財によって支えら
れています

122団体に助成

4広報ふれあい福祉　第74号
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高揚を図りました。

5 広報ふれあい福祉　第74号



田
中 

小
都
美
さ
ん

私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し

VOL.

8

　
有
漢
と
い
え
ば
常
山
公
園
の
石
の
風
ぐ
る
ま
。

優
し
い
風
が
吹
き
渡
る
こ
の
地
域
に
、
平
成
５
年
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
は
発
足
し
ま
し
た
。

先
輩
方
の
後
を
受
継
い
で
平
成
22
年
か
ら
会
長
と

な
り
、
約
１
０
０
人
の
会
員
と
と
も
に
「
地
域
に

密
着
し
た
福
祉
活
動
を
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
手
作
り
弁
当
を
手
に
持
っ
て
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
を
定
期
訪
問
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
の
前
に
椅
子
を
用
意
し
て
私
た
ち

の
訪
問
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
方
も
い
て
、
日
ご

ろ
の
様
子
を
お
聞
き
し
た
り
、
野
菜
作
り
や
庭
の

花
の
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
く
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
、
安
否
確
認

を
兼
ね
て
誕
生
月
に
花
鉢
を
お
届
け
す
る
友
愛
訪

問
も
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
多
く
の
方
か

ら
好
評
で
、
「
昨
年
も
ら
っ
た
花
が
今
年
も
き
れ

い
に
咲
い
た
よ
」
と
楽
し
そ
う
に
見
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
漢
荘
へ
毎

週
１
回
、
お
し
め
た
た
み
の
手
伝
い
に
伺
っ
て
お

り
、
年
末
の
餅
つ
き
の
手
伝
い
、
施
設
の
窓
ふ
き

や
草
取
り
等
の
清
掃
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
に
調
理

実
習
の
指
導
補
助
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
元
気
で
安
心
・
安
全
な
生
活
の
手
助

け
が
で
き
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
交
流
す
る
皆
さ
ん
か
ら
、
い
つ
も
た
く
さ

ん
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
仲
間
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
。

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
お
金
で
は
得
ら
れ
な
い
出
会
い
や
感
動
、

喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
さ
な
活
動
を
い
く
つ
も
合
わ
せ
て
、
あ
じ
さ

い
の
よ
う
な
大
き
く
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る―

。

そ
れ
が
あ
じ
さ
い
の
会
な
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
大
き
な
あ
じ
さ
い
の
花
を

咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
長

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
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心
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に
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で
、
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れ
な
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出
会
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や
感
動
、

喜
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を
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こ
と
が
で
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と
思
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ま
す
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一
人
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と
り
の
力
は
小
さ
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て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
さ
な
活
動
を
い
く
つ
も
合
わ
せ
て
、
あ
じ
さ

い
の
よ
う
な
大
き
く
美
し
い
花
を
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か
せ
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そ
れ
が
あ
じ
さ
い
の
会
な
の
で
す
。

　
皆
さ
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も
一
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に
、
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き
な
あ
じ
さ
い
の
花
を
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て
み
ま
せ
ん
か
。

会
長

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

年
間
３
回
の
予
定
で
計
画
し

て
い
る
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
保

健
指
導
を
、生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
楽
し

く
食
べ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
す
る
た

め
に
は
、健
口
づ
く
り
が
大
切
」、

「
食
べ
た
後
と
寝
る
前
に
キ
レ
イ

に
歯
を
磨
く
こ
と
が
大
事
」と
、

実
際
に
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
、歯

磨
き
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、お
口
を
健
や
か
に
保
つ

た
め
の
健
口
体
操
は
、３
つ
の
体

操（
嚥
下
体
操・舌
体
操・顔
面
体

操
）と
１
つ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ（
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
）か
ら
な
り
、繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
、口
腔
機
能
の

維
持
が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。

利
用
者
は
、歯
科
衛
生
士
の
話

を
真
剣
に
聞
き
、有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

地域福祉活動報告

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
保
健
指
導

5/31

「
楽
し
く
　
気
軽
に
　
無
理
な

く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
始
め
た
サ
ロ

ン
も
10
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。毎
月
24
日
を
楽
し
み
に
集
ま

り
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

和
や
か
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
小
物
入
れ
を
作
っ
た

り
、脳
ト
レ
や
ト
ラ
ン
プ
、カ
ル
タ

な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

90
歳
の
参
加
者
の
方
は
、「
だ

ん
だ
ん
目
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
」と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、み
ん

な
と一緒
に
和
気
あ
い
あ
い―

。

そ
の
他
に
も
、伝
承
行
事
や
他

の
町
内
会
と
の
ふ
れ
あ
い
会
に

進
ん
で
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

お
互
い
に
安
否
確
認
も
出
来
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、楽
し
く
安
心
し

て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
出

来
る
よ
う
、み
ん
な
で
協
力
し
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
サ
ロ
ン
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

根
古
里・大
成・笠
根
サ
ロ
ン（
玉
川
町
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
様
子 

け
ん
こ
う

け
ん
こ
う
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平成29年度一般募金助成金交付式

皆さまから
お寄せいただいた募金は、
地域の福祉活動に
役立てられています。

★高梁市福祉運転ボランティアの会
★落合ひまわりの会 

★有漢町ボランティアあじさいの会
★子育てサポーター（ゆーほー）

★子育てボランティアうぐいす
★備中町ヘルスボランティア連絡会

ボランティア活動団体 6
団体

★高梁小学校 ことばを育てる親の会
★高梁市子ども会連合会
★ぶどうの会
★有漢地域母親クラブ
★成羽母親クラブ つくしの会
★高梁市川上町親子クラブつくし会

高齢者・障がい者・児童活動団体等 20
団体

★高梁地域老人クラブ
★有漢地域老人クラブ
★成羽地域老人クラブ
★川上地域老人クラブ
★備中地域老人クラブ
★高梁市身体障害者福祉協会有漢分会
★高梁市身体障害者福祉協会成羽分会

★高梁市身体障害者福祉協会川上分会
★高梁市身体障害者福祉協会備中分会
★高梁地域民生委員児童委員協議会
★有漢地区民生委員児童委員協議会
★成羽地区民生委員児童委員協議会
★川上地区民生委員児童委員協議会
★備中地区民生委員児童委員協議会

地区社会福祉協議会 14
団体

★有漢地区社会福祉協議会
★成羽地区社会福祉協議会
★川上地区社会福祉協議会
★備中地区社会福祉協議会

★高梁地区社会福祉協議会
★津川地区社会福祉協議会
★川面地区社会福祉協議会
★巨瀬地区社会福祉協議会
★中井地区社会福祉協議会

★玉川地区社会福祉協議会
★宇治地区社会福祉協議会
★松原地区社会福祉協議会
★高倉地区社会福祉協議会
★落合地区社会福祉協議会

高梁市社会福祉協議会では、6月26日、高梁総合福祉センターにおいて
『平成29年度一般募金助成金交付式』を開催しました。
　この一般募金助成は、高梁市共同募金委員会から
昨年度の赤い羽根共同募金実績を基に配分を受け、
社協広報紙及びホームページで助成団体を公募のうえ、
総額3，010，000円を交付しました。
   なお、助成金を交付した40団体は次のとおりです。
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Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
か
ら
、
自
走

用
車
椅
子
1
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。

　

日
常
生
活
用
具
貸
出
事
業
や
福
祉

出
前
講
座
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長
寿
を

祝
う
敬
老
事
業（
敬
老
会
）に
対
し
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
団

体
等
は
、
地
域
福
祉
課
お
よ
び
各
支

所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
必
ず
開
催
前
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
事
業

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
末
日
ま
で
の

期
間
内
に
実
施
す
る
敬
老
会
。
た

だ
し
、
現
金
や
記
念
品
等
の
贈
呈

の
み
の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

平
成
29
年
８
月
１
日
現
在
で
市
内

に
住
所
を
有
し
、
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
75
歳
以
上
に
な
る

方
▼
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
う
ち
、
敬
老
会
に
参
加
さ

れ
た
方
１
人
当
た
り
１
，
５
０
０

円
を
助
成

※
こ
の
他
に
、
敬
老
会
実
施
地
域
内

の
在
宅
の
方
で
満
88
歳
（
昭
和
４
年

４
月
１
日
～
昭
和
５
年
３
月
31
日

の
間
に
お
生
ま
れ
の
方
）
を
迎
え
ら

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
が
今
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経

験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
し
、入
会
説
明
を
受
け「
入

会
申
込
書
・
就
業
承
諾
書
を
提
出

さ
れ
た
方

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認

さ
れ
た
方

れ
る
方
１
人
当
た
り
１
，
５
０
０

円
を
助
成

▼
支
給
要
件

①
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者
が
重

複
し
た
場
合
は
、
１
回
の
み
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

②
実
施
区
域
は
、
町
内
会
単
位
以
上

の
規
模
で
の
実
施

③
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
。

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
４
５
―
３
１
３
１

車
椅
子
の
寄
贈

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申

請
を
受
付
し
て
い
ま
す

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
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★
福
祉
総
合
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふれあい
相談

高梁市生活あんしん
サポートセンター

　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題等様々な問題
を抱えている方々の相談に応じ、必要な支援等を行うための
相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設
しております。
相談日等は次のとおりです。
　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　 ☎ 22 9111（直通）  FAX 22 0845
　相談日時：月曜日から金曜日
　　　　　 午前９時から午後５時まで
　休 業 日：土・日・祝日　年末年始

再
任
に
あ
た
っ
て

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
再
任

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
社
協
で
は
、『
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち
た
か
は
し

～
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
～
』を
基
本
理
念
と
し
、
本
市
の
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

近
年
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
複
雑
・
多
様
化

し
て
お
り
、
市
内
14
の
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
と
し
た
見
守
り
活
動
の
充
実

や
、
新
た
な
相
互
支
援
体
制
の
構
築
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
り
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
法
人
と

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
各
種
関
係
機

関
と
綿
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
　
内
田 

親
秀

６
月
６
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お

い
て
、
新
し
く
理
事
12
名
と
監
事
２

名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長

お
よ
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。任

期
は
、
平
成
29
年
６
月
６
日
か

ら
の
２
年
間
で
す
。

理
事
・
監
事
の
氏
名
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

理
　
事

会　

長　

内
田
　
親
秀

副
会
長　

藤
澤
　
政
裕

副
会
長　

古
林
　
　

理　

事　

上
森
　
俊
典

理　

事　

井
上
　
善
雄

理　

事　

難
波
　
英
夫

理　

事　

石
田
　
清
壽

理　

事　

岩
本
　
哲
二

理　

事　

山
本
　
栄
三

理　

事　

中
西
　
昭
博

理　

事　

田
中
猪
三
郎

理　

事　

川
上
　
一
夫

監
　
事

監　

事　

渡
邉
　
俊
雄

監　

事　

平
木
　
生
山

理事・監事へ委嘱状を交付
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 29年５月と６月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 29年
５月〜６月
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金
一
封	

高
倉
町	

藤
井
　
功
雄

	
	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

片
山
　
修
一

	
	

（
故
・
恵
美
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

美
簱
　
孝
志

	
	

（
故
・
弘
光
様
）

金
一
封	

落
合
町	

天
野
　
佑
紀

	
	

（
故
・
勇
人
様
）

金
一
封	

落
合
町	

松
永
　
積
恵

	
	

（
故
・
徳
永
艶
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

池
本
　
正
市

	
	

（
故
・
浅
野
様
）

金
一
封	

落
合
町	

藤
村
　
浩
美

	
	

（
故
・
タ
マ
ヨ
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

秋
庭
　
正
晴

	
	

（
故
・
剛
様
）

金
一
封	

有　

漢	

高
上
　
文
子

	
	

（
故
・
繁
男
様
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
　
等

	
	

（
故
・
芳
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

塚
本
　
武
徳

	
	

（
故
・
進
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

森
川
　
光
二

	
	

（
故
・
正
章
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

田
中
　
俊
和

	
	

（
故
・
千
津
枝
様
）

金
一
封	

中
井
町	

荒
木
　
　
登

	
	

（
故
・
フ
ヂ
代
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

竹
波
　
正
通

	
	

（
故
・
千
登
世
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

髙
杉
　
保
子

	
	

（
故
・
勉
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

中
戸
　
明
生

	
	

（
故
・
義
雄
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

平
野
　
基
夫

	
	

（
故
・
實
様
）

金
一
封	

松
原
町	

大
江
　
一
夫

	
	

（
故
・
佐
夜
子
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封	

高
倉
町	

礒
村
　
年
秀

	
	

（
故
・
進
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

片
山
　
修
一

	
	

（
故
・
恵
美
子
様
）

金
一
封	

旭　

町	

大
河
猪
巳
男

	
	

（
故
・
薫
様
）

金
一
封	

原
田
北
町	

藤
野
　
晃
弘

	
	

（
故
・
昭
治
様
）

金
一
封	

松
原
町	

平
野
　
基
夫

	
	

（
故
・
實
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

上
山
　
隆
久

	
	

（
故
・
宏
幸
様
）

金
一
封	

中
井
町	

荒
木
　
　
登

	
	

（
故
・
フ
ヂ
代
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

林
　
　
誠
一

	
	

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

鳴
川
　
守
夫

	
	

（
故
・
明
様
）

金
一
封	

川
面
町	

仲
岡
　
卓
巳

	
	

（
故
・
千
枝
子
様
）

金
一
封	
川
面
町	

平
松
　
　
堅

	
	

（
故
・
桂
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

野
村
　
凱
男

	
	

（
故
・
馨
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

難
波
　
裕
文

	
	

（
故
・
君
朗
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

美
簱
　
孝
志

	
	

（
故
・
弘
光
様
）

金
一
封	

落
合
町	

松
永
　
積
恵

	
	

（
故
・
徳
永
艶
子
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

竹
波
　
正
通

	
	

（
故
・
千
登
世
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

三
宅
　
絹
子

	
	

（
故
・
弘
一
様
）

金
一
封	
中
井
町	

田
中
　
俊
和

	
	

（
故
・
千
津
枝
様
）

金
一
封	

南　

町	

文
谷
　
久
子

	
	

（
故
・
妙
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	
羽
賀
　
英
輔

	
	

（
故
・
勢
津
子
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

亀
山
　
忠
史

	
	

（
故
・
貞
夫
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

藤
井
　
功
雄

	
	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

森
谷
　
康
司

	
	

（
故
・
豊
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

野
田
沢
　
博

	
	

（
故
・
政
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

難
波
　
裕
文

	
	

（
故
・
君
朗
様
）

金
一
封	

総
社
市	

髙
杉
　
昌
弘

	
	

（
故
・
勉
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報誌は再生紙を使用しています。
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《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

前
﨑
　
輝
之

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

三　

沢	

丸
山
　
俊
洋

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

七　

地	

那
須
　
照
男

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領　

家	

村
上
　
薫
治

	
	（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地　

頭	

山
本
　
充
夫

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

賀	

松
岡
　
住
枝

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

（
誤
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
落
合
地
区
》

金
一
封	
落
合
町	

小
林
　
　
巌

	
	

（
故
・
智
子
様
）

（
正
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

小
林
　
　
巌

	
	

（
故
・
智
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

小
林
　
　
巌

	
	

（
故
・
智
子
様
）

金
一
封	

東
油
野	

横
地
　
孝
則

	
	

（
故
・
徳
惠
様
）

金
一
封	

布　

賀	

川
上
　
光
男

	
	

（
故
・
俊
子
様
）

金
一
封	

布　

賀	

松
岡
　
三
郎

	
	

（
故
・
住
枝
様
）

金
一
封	

平　

川	

中
平
　
博
文

	
	

（
故
・
弘
子
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	
正
宗
町	　
ラ
ウ
ン
ジ
マ
マ

（
25
周
年
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

�

第
396
回
、
第
397
回
目
）

金
一
封	

有
漢
町	

吉
岡
　
伸
子

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

退
任
に
あ
た
り
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

千
崎
　
一
郎

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

森
岡
　
好
恵

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

小　

泉	

清
水
　
邦
博

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

中　

野	

丸
尾
　
　
博

	
	

（
故
・
武
志
様
）

金
一
封	
中　

野	

村
上
　
一
郎

	
	

（
故
・
亀
美
子
様
）

金
一
封	

小　

泉	
竹
平
　
　
茂

	
	

（
故
・
強
様
）

金
一
封	

成　

羽	

坂
口
　
保
之

	
	

（
故
・
勝
正
様
）

金
一
封	

下　

原	

川
上
　
幸
子

	
	

（
故
・
尚
三
様
）

金
一
封	

吹　

屋	

長
尾
　
恵
子

	
	

（
故
・
立
平
様
）

金
一
封	

下　

原	

柳
井
宗
一
郎

	
	

（
故
・
正
昭
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

地　

頭	

名
合
　
芳
浩

	
	

（
故
・
一
男
様
）

金
一
封	

上
大
竹	

片
山
　
辰
彦

	
	

（
故
・
治
子
様
）

金
一
封	

地　

頭	

内
海
　
啓
祐

	
	

（
故
・
勝
博
様
）

金
一
封	

高　

山	

川
上
　
康
司

	
	

（
故
・
ハ
ジ
メ
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

下
向
　
　
智

	
	

（
故
・
近
雄
様
）

夏
本
番
で
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
欲
が
低
下

し
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
が
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
て
厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
平
成
28
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
た
賛
助
会
員
会
費
お
よ
び
寄
附
金
を
財

源
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
差
し

た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
市
内
全
14
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
費
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
地
域
住
民
が
日
常
生

活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
困
り
ご
と
な
ど
を
整

理
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
・
分
析
し
、

独
自
の
活
動
計
画
を
立
て
ら
れ
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
巨
瀬
地
区
で
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を

立
ち
上
げ
、
地
域
内
を
活
動
範
囲
に
、
草
刈
り
や
ゴ
ミ

出
し
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
こ
れ
ら
各
地
区
独
自
の
福
祉
活
動
を
支

援
し
、「
困
っ
た
時
は
お
互

い
さ
ま
」
の
精
神
が
広
が
る

よ
う
、
ま
た
、
よ
り
多
く

の
方
が
何
ら
か
の
形
で
社

会
参
加
で
き
る
地
域
に
な

る
よ
う
に
、
各
種
取
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。（
Ｓ
）

お
詫
び

第
73
号（
５
月
15
日
発
行
）に
お
い

て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


